
関数ＩＦ 

ＩＦは関数というより条件式の振り分けに使われるものです 

もし条件に合う場合はＡの式を条件に合わないときはＢの式を実行する、というときに記述

します 

＝ＩＦ（条件式，条件が真の式，条件が偽の式） 

 

例えば 1 個 250 円のリンゴを 10 個以上購入すれば 1 個当たり 10 円値引きする場合の購入

金額 

式は２５０＊ＡですがＡが 10個以上の時は２４０＊Ａです、これをＩＦで書くと 

もしＡ＞１０（Ａが１０より大きいとき）、条件に合うので２４０＊Ａ、条件と違うので２

５０＊Ａ、という記述を 

＝ＩＦ（Ａ＞１０，２４０＊Ａ，２５０＊Ａ）とします 

これだけの単純な計算だと電卓でもできますが、以下の様に 

これを計算してみてください 

 

  
水道使

用量 
  

水道料

金 
  

          

8 月 63       

7 月 57       

6 月 45       

 

  
電気使

用量 
  

電気料

金 
  

前年同

月 

            

8 月 638       16803 

7 月 513       13443 

6 月 487       12591 

青木さんと、井上さん、上田さんが果物屋さんで買い物をしました 

青木さんはリンゴ１０個、なし１６個、もも１０個 

井上さんはリンゴ１８個、なし１８個、もも１８個 

上田さんはリンゴ１２個、なし１２個、もも１２個 

送ってもらうため送料は７００円かかります 

リンゴは１個２５０円、なし１個２２０円、もも１個３００円 

それぞれ１５個以上購入で２０円引き、更に合計で１万以上になれば送料は無料です 



使用水量（立方メートル） 水道料金 下水道使用料 

0 から 20 まで （水量×40＋1,300）×1.08 （水量×50＋1,330）×1.08 

21 から 40 まで （水量×125－400）×1.08 （水量×140－470）×1.08 

41 から 60 まで （水量×185－2,800）×1.08 （水量×200－2,870）×1.08 

61 から 100 まで （水量×230－5,500）×1.08 （水量×210－3,470）×1.08 

101 から 200 まで （水量×275－10,000）×1.08 （水量×270－9,470）×1.08 

201 から 1,000 まで （水量×310－17,000）×1.08 （水量×335－22,470）×1.08 

1,001 から 2,000 まで （水量×325－32,000）×1.08 （水量×360－47,470）×1.08 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


